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J Passive House Projct
日本版パッシブハウスへの挑戦

建設地 神奈川県横浜市金沢区

工 期 ２０１０年５月下旬～１１月下旬

総合プロデューサー （有）イーアイ
基本設計 ハウスタイルズ（株）
実施設計・施工 （株）建築舎
解体・安全処分 （株）小林商店
コーディネーター オフィス コンドウ
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2１００年 三世代同居住宅 長期優良住宅
環境・省エネ パッシブハウス（極少エネルギーで快適環境住宅）
エコ住宅建設中！（建設地：横浜市金沢区/自宅）
着工 2010年5月 完成 12月 モデルハウス見学随意

1．充填+外張り断熱 2．高断熱・高気密 3．太陽光活用
4．雨水活用 5．家庭菜園 6．オール電化

OFFICE KONDO（オフィス コンドウ）
チーム ジャパン・パッシブハウス コンサル・仲介 近藤 良一（不動産青山会）
総合プロデュース：（有）イーアイ 〒141-0022 東京都品川区東五反田1-18-5-604
基本設計：ハウスタイルズ（株） Tel 03－3440－4088 Fax 03-3440-4442
実施設計・施工：（株）建築舎 Mobile 090-8875-7019
解体・安全処分：（株）小林商店 NPO法人 外断熱推進会議 正会員
コーディネータ：オフィス コンドウ http://www.sotodan-npo.org/

パッシブハウス（無暖房住宅）とは？
暖房や冷房設備がなくても室内の快適な温度を維持することができる建物です。住宅の暖気や冷気自体がこの建物では“パッシブ“な
のです。パッシブハウスは、年間の冷暖房に必要なエネルギーを１５Kwh/㎡・a以下、更に、住宅における使用熱量は、給湯や家事に
使用する電気を含めて１２０ Kwh/㎡・aを超えない究極の省エネ・エコ住宅です。欧州では、スタンダードな工法になろうとしています。



Passivehouse.jp

3一階平面図
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4二階平面図
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5立面図
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6ドイツ・パッシブハウス基準

１．年間冷暖房需要量それぞれ

≦１５ｋＷｈ／㎡年

２．気密性、加減圧５０Ｐａで

≦０．６回／ｈの換気回数

３．一次エネルギー消費量

≦１２０ｋＷｈ／㎡年

Ａ．暖房負荷 ≦１０Ｗ／㎡

Ｂ．オーバーヒート予防 ≦１０％
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コンパクトな形状と高断熱 住宅の外気に面するすべての構成は、０．１５W/㎡・ｋ（熱負荷）を

超えないU-factor(熱貫流率）を達成できるように断熱されます。

南向きに建てること

遮光を考えること

太陽エネルギーの受熱利用はパッシブハウスをデザインするのに重

要な要因になります。

エネルギー効率の良い窓。

複層硝子と窓枠

窓（複層硝子と枠のトータル）は、太陽熱取得率が約５０％で、熱

貫流が０．８０W/㎡・ｋの熱貫流率を超えてはいけません。

建物の外気に接する面の気

密性

０．６回/ｈ以下とする（C値換算で0.2cm/㎡）

新鮮空気の余熱 新鮮空気は地中熱を交換出来る地中ダクトを通して導入されます。

地中熱を与えられた空気は、寒い冬季においても５℃以上の

温度になります。

熱交換換気システムによる

排気からの高効率な熱回収

排気に含まれるかなりの熱が、外から導入される新鮮空気に移

転されます。熱回収換率８０％以上。

温水は再生エネルギー源を

利用して供給

太陽熱温水器、ヒートポンプを温水熱源として利用する。

省エネルギー家庭電化製品 低エネルギー消費の冷蔵庫、ストーブ、冷凍庫、電灯、洗濯機、

乾燥機を採用する。

■中央ヨーロッパにおけるパッシブハウスの条件
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8■２００８/6/30 Passivehouse Institute in Darmstadt

五つの重要なポイント

１．断熱
壁のU値 0.15W/㎡・K以下
窓のUｗ値 0.8w /㎡・k以下

５．熱交換換気
熱交換率 75％以上

４．気密

換気回数 n50 0.6/ｈ以下
３．窓ガラス
窓のUｇ値 0.8W/㎡・K以下
熱取得 50～55％

２．熱橋
0.01W/ｍ・K以下
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9飯田ウッドワークシステム（株）
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11エコ トランスファー ジャパン


